
平成30年（2018年）10/25

第89号
火事と救急は

局番なし119番

発 行

吹田市防火連合会
吹田市江坂町1丁目21-6

吹田市消防本部内
電話(06)6193-0119(代表)

吹田市緊急消防援助隊の活動（４ページに関連記事)



役　職 氏　　名 事 業 所 名 等 所　　属

相談役 後藤　圭二 吹田市長

〃 村上　和則 吹田市消防長

〃 中村　昭一 ㈱江坂設備工業 建設・副会長

〃 渡邉　　眞 ㈱ワタナベ 建設・副会長

〃 市川　盛壽 豊津振興市場協同組合 公衆・会長

〃 石井　章雄 サニーストンホテル 公衆・副会長

〃 木村　友彦 クラブ・アルドーレ 公衆・副会長

吹田市家庭防火クラブ

　　　連絡協議会（上山手）

吹田市家庭防火クラブ

　　　連絡協議会（川面町）

乾　　哲 ㈱日本触媒 吹田地区研究所 工危・副会長

会 長 三澤　博之 アサヒビール㈱ 吹田工場 工危・会長

副会長 橋本　治 橋本建設㈱ 建設・会長

会計監査 米原　茂 山文油化㈱吹田工場 工危・副会長

会員

天野　正夫
㈱日立金属ネオマテリア

ル
工危・副会長

〃 由利　大介 山崎製パン㈱ 大阪第一工場 工危・副会長

〃 紙谷　和典 日本推進建設㈱ 建設・副会長

〃

〃 田中　敏之 栄電気㈱ 建設・副会長

〃 阪本　緑 家防・会長

家防：吹田市家庭防火クラブ連絡協議会

〃 笹川　順子 家防・副会長

建設：吹田市建設業防火協会

公衆：吹田市公衆集合場防火協会

工場：吹田市工場危険物防火協会

吹田市防火連合会

11月20日（火）16:00～17:30
防火・防災講演会
防災アドバイザー 東野 郁夫氏
「近年の自然災害、今、何を調べて、
何をしていくべきか」

（新大阪江坂東急REIホテル）

11月20日（火）18:00～20:00
交流会

（新大阪江坂東急REIホテル）

吹田市工場危険物防火協会

8月27日（月）役員会
（吹田市南消防署４階講堂）

吹田市建設業防火協会

9月20日（木）役員会
（吹田市消防本部７階団長室）

協 会 だ よ り

吹田市公衆集合場防火協会

8月30日（木）役員会
（吹田市消防本部７階団長室）

吹田市家庭防火クラブ連絡協議会

11月1日（木）研修会
（雷テクノロジーセンター

電 ：音羽電機工業）

吹田市防火連合会名簿



左から三澤会長、宮次氏、東野氏

大阪府危険物安全大会 第７回すいすいくん祭り

平成３０年度大阪府消防協会三島地区支部消防総合訓練

平成３０年７月２２日（日）、吹田市南吹田3
丁目の吹田市水道部庁舎（泉浄水所）にて第７回
「すいすいくん祭り」が開催されました。猛烈な
暑さの中でしたが、子供達は、かき氷を食べたり
水を使っての遊びを楽しんでいました。当日は、
吹田市西消防署消防隊の応援により消防車との記
念撮影や電動のミニ消防車乗車体験を楽しむ大勢
の親子連れで賑わいました。

平成３０年８月１９日（日）島本町立
第二中学校グラウンドにおいて、消防団
による「平成３０年度大阪府消防協会三
島地区支部消防総合訓練」が行われまし
た。当日は、３０８名、消防車両１１台
が参加する大会で、吹田市消防団員１０
名が支部長表彰を受賞し、積み重ねてき
た訓練の成果を「小隊訓練」部門におい
て見事に披露しました。

平成３０年６月８日（金）、大阪市中央区の
KKR HOTEL OSAKAで行われた大阪府危険物安全
大会で優良危険物関係事業所として大幸薬品株式
会社が表彰され、東野氏が大阪府知事感謝状の贈
呈を受けました。さらに、優良危険物事業所とし
て吹田自動車教習所が大阪府危険物安全協会地域
安全活動表彰を受賞され、宮次氏が表彰状の贈呈
を受けました。

ミニ消防車を楽しむ子供たちの様子



平成３０年７月豪雨に伴う災害に対して、被害が多い広島県方面に吹田市消防本部から緊急消防援助隊
（大阪府隊）として、救助隊、消防隊、救急隊及び後方支援隊の隊員及び消防車両４台を７月７日から派
遣し、現地で昼夜を問わず写真のような救助、救急活動を行いました。その後、７月９日から第２次隊を
派遣した後、被災地での救助、救急活動等を終え、第１次隊１６名が７月１０日に、第２次隊１６名が７
月１３日に 吹田市へ帰ってきました。
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ドローンの操縦訓練をする職員

平成３０年９月２日（日）、万博記念公園 お
祭り広場（吹田市千里万博公園）で「こどもミュー
ジアムフェスタ２０１８」が行われました。９月と
はいえまだまだ日差しが厳しいなか、吹田市消防音
楽隊の演奏とともに始まり、子供たちの歓声が溢れ
ていました。

吹田市消防音楽隊の演奏の様子

ロープ渡り体験にチャレンジする子供の様子 心肺蘇生法体験にチャレンジする参加者の様子

平成３０年９月１日（土）、千里北公園（吹田市
藤白台５丁目）で吹田市の地域防災総合訓練が行わ
れました。消防は実動訓練の他、展示ブースにおい
て「心肺蘇生法体験」「ロープ渡り体験」「煙体験
ハウス」の他「写真撮影コーナー等」を展示しまし
た。また、実動訓練では、新たに導入されたドロー
ンも飛行させました。

吹田市消防本部では、火災現場はもちろんのこ
と、さまざまな災害現場での情報収集に活用すべ
くドローンを導入しました。飛行可能時間は約２
３分ほどで、高解像度の動画が撮影でき災害対応
として市役所の災害対策本部へも動画を送ること
が可能になります。



                                                                        

                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

当社は昭和9年（1934）、髙津電気工業所として創業し、昭和

39年8（1964）に摂津電気工事（株）として設立を致しました。

平成10年（1998）には本社を現在の摂電ビルに移転し、摂津支

店とともに営業しております。 

地域に根ざした営業力と信頼を生かし、弊社の経営方針であ

る「迅速な行動力」「確かな技術」「地域社会に貢献する」をモ

ットーにお客様のニーズに応え、電気工事を通して安心安全を

お届けするため、日々取り組みをして参りました。 

 

 

近年では、外部環境の多様化に伴い当社も変化をよぎなくされて

います。 

平成15年にはＩＳＯ9001を取得し品質管理をシステム化し、平

成17年にはエコアクション21を取得し環境マネジメント等を取り

入れ、変化するお客様のニーズに適応してまいりました。 

電気工事と並行して、空調設備・消防設備などの関連業種の施工

も手掛けており、広く公共機関・建設会社・企業様にご指名を頂い

ております。 

建設業界では、技術承継、就労人口の減少による人材不足、働き方改革などの避けては通れない問題が山積して

おります。当社も例外ではなく、この問題を乗り越えていかなければなりません。 

2034年には、当社創業100周年となります。その間には、東京オリンピック、消費税増税などの大きな経済的変

化があります。日本全体の変化・業界の変化に適応し、今後も電気工事を通して皆様に安心安全をお届けできるよ

うに邁進して参る所存でございます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所訪問 

 



平成３０年度
吹田市消防本部警防技術錬成会

平成３０年９月１９日（水）、２０日（木）の
２日間にわたり、吹田市中消防庁舎（吹田市五月
が丘南５番２号）において、吹田市消防本部警防
技術錬成会を開催しました。最優秀賞は北消防署
警防第１係で大阪府下警防技術指導会へ吹田代表
として出場します。

上髙牧 里美さん（右から２番目）、糸永 久美子さん（右
から３番目）、こひな あすかさん（右から４番目）

消防長から表彰状と記念品の贈呈の様子

平成３０年８月２３日（木）吹田市消防本部８階において、救急救命活動にご協力い
ただいた上髙牧里美さん、糸永久美子さん、こひなあすかさんに感謝状と記念品の贈呈
を行いました。

対象となったのは、平成３０年５月３０日（水）に吹田市泉町の阪急電鉄吹田駅構内
において発生した救急事案で、３名の迅速的確な救命活動と居合わせた本市消防職員３
名との見事な救命リレーにより救急隊到着までに心拍・呼吸ともに再開、さらに意識も
回復し、現在は元気に退院しておられます。勇気を持って一歩を踏み出していただいた
ことで１名の尊い命が救われました。

救命協力市民表彰



ロープ渡りにチャレンジするこどもの様子

後藤市長の訓練参加の様子

一生懸命にロープを登るこどもの様子

９月８日（土）、９日（日）に吹田市文化会
館（メイシアター）で第３５回みんなの健康展
が開催されました。消防本部は９日に普通救命
講習と吹田市消防音楽隊の演奏を行いました。
AED等を使っての普通救命講習には若い方々も
参加し救急隊から命の大切さを学んでくれまし
た。

夏休みに子供たちが花火でけが等をしないよ
うに、各消防署と本部予防グループで市内の幼
稚園、保育所に花火の使い方の指導に行ってき
ました。

子供たちには、花火の模型を使って、やって
はいけない事、安全な使い方を教えた後、幼稚
園のグラウンドで実際に花火に点火し楽しく遊
び方を学んでもらいました。

平成３０年８月５日（日）に五月が丘南の中消防庁舎で

『夏休み親子で救助隊体験会』を開催しました。
この体験会は、実際に親子で救助隊が行っている訓練を

「体験」してもらい、救助隊をより身近に感じてもらい、消
防への理解を深めていただくために実施したものです。
当日は気温３５℃を超える猛暑にもかかわらず、８１名と

いう多くの参加者にお越しいただくとともに、なんと後藤市
長も高度救助隊の服を身にまとい、飛び入りでご参加いただ
きました。

人形を使って心肺蘇生法を学んでいる様子実際に安全な花火の仕方を学んでいる様子


